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【材料】
ぼりぼり100～150g、大根おろし適量、
味噌大さじ２、だしパック1個、水1,000cc
【作り方】
・ぼりぼりを一晩塩水につけておきます。
・食べやすい大きさに切り分けて、水切りします。
・材料のお水・だしパック・ぼりぼりを入れて
一煮立ち、頃合いを見て味噌を入れます。
・食べる直前に大根おろしを入れて完成です。
【このレシピのポイント】
食べる直前に大根おろしを入れるべし！
【このレシピの生い立ち】
秋になると子どもの頃から家族で食卓を囲んで食べた
懐かしい思い出の味です。質素でしたが良い思い出です。

鹿部温泉観光協会

金澤 佑
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「ぼりぼりきのこのお味噌汁」
大根おろし入り
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日本最大のレシピサイト
クックパッドに掲載中！

〝鹿部さっちゃんクック〟
で検索してね！！

〝ATWS北海道2023開催!!〟
アジアで初めて、北海道での開催と
なったATWS、当町にも世界各国から
旅行やマスコミなどの関係者が訪れ
交流しました。後日伺った話では

サービス精神旺盛な町民の気質が強く
彼らの印象に残ったようです。これから
も交流機会を増大させて、町へ外貨を

流入させるべく努めます。
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